
「有効」の定義
◆⽴技での「有効」の評価
★体側での着地（90度）、またはそれより前側（腹側寄り）への着地。
★背中の上部での着地。
★肩軸上で体側に着地し、かつ⽚肘または⽚⼿が畳に接地した場合。
★両尻で着地した場合（前側に近い90度、または後側に90度以上）。
この場合、有効を与え、指導は与えない。

★⽚尻での着地（⽚肘・両肘、または⽚腕・両腕が畳に触れていても触れていなくてもよい）。
★⾸での着地。
なお、体側への着地（前側へ90度以上）に⾄る前に、腹部前⾯、両股関節前⾯、または両膝が先

に畳に触れた場合は、「有効」は与えない。

◆寝技における「有効」の評価
★抑え込み技において、主審が「抑え込み」を宣告してから5秒以上10秒未満（5〜9秒）継続した場
合、「有効」が与えられる。
★「有効」は（1、2、3…）のように数として記録されるが、「技あり」には加算されない。







a）体側での着地（90度）、またはそれより前側への着地：有効



b）腹部前⾯が畳に接地している場合：有効なし



c）両膝（前⾯）が畳に接地している場合：有効なし















d）背中の上部での着地：有効



e）⾸での着地：有効









f）肩軸上で体側に着地し、かつ⽚肘が畳に接地した場合：有効



g）肩軸上で体側に着地し、かつ⽚⼿が畳に接地した場合：有効







h）⽚尻での着地（肘および／または腕が畳に触れていても触れていなくてもよい）：有効





















くこと。



注意



IJF SOR（Sport and Organisation Rules）改正の⼀部
IJFのSOR（Sport and Organisation Rules）が7⽉24⽇付で更新されました。
今後、⽇本においても変更されます。現在、審判委員会で確認中。

☆柔道⾐を直す:選⼿に柔道⾐を整えるよう指⽰する場合、審判員は「始め」の姿勢で⽴ちながら、
左⼿を右⼿の上に交差させ、⼿のひらを内側に向けて、帯の⾼さで⽰す。

☆髪の結い直し:選⼿に髪を結い直すよう指⽰する場合、審判員は「始め」の姿勢で⽴ちながら、⼩
指を髪の横に当てて、選⼿に髪を整えるよう⽰す。

☆遅延⾏為:「待て」から「始め」までの間に時間を浪費すること。具体的には、寝技の後すぐに⽴
ち上がらない、開始位置に速やかに戻らない、髪を整えるのに時間をかけすぎる、柔道⾐を直すのに
時間をかけすぎる、帯を結ぶのに時間をかけすぎる、またはこれらの組み合わせによるもの。審判員
は「始め」の姿勢で⽴ちながら、該当する選⼿に向けて⽚腕を伸ばし、⼿のひらを上に向けて畳と平
⾏に、腰の⾼さで⽰す。







☆最初の警告は、審判員が「始め」の姿勢で⽴ちながら、腕を曲げて⼈差し指を上に向けて⽰すものとす
る。指導の宣告は⾏わない。

☆2 回⽬以降は、審判員は該当する選⼿の⽅を向いて、柔道⾐を直す、髪を結い直す、または遅延⾏為
をする場合のジェスチャーを再度⽰し、その後「始め」の姿勢に戻り、拳を握り⼈差し指を伸ばして畳
と平⾏に、腰の⾼さで⽰すことで、その選⼿に指導を宣告するものとする。審判員は、選⼿がそのジェ
スチャーを明確に確認できるようにしなければならない。



第18条第1項3 道⾐または髪の乱れ、および遅延⾏為
いかなる選⼿も柔道⾐の直しや髪の結び直しをするために試合の時間を中断することはできない。
柔道上⾐、下穿き、帯を正しく着⽤し、髪をしっかり結んでおくことの責任は各選⼿にある。選⼿は、試合場へ⼊
場、退場する際は、柔道⾐を正しく着⽤し、髪も正しく結った状態でなければならない。試合中に柔道⾐の上⾐、
下穿、帯、または髪が乱れた場合、選⼿は速やかに正しい状態に戻さなければならない。これは「待て」から「始
め」までの間、または試合中断中のいずれの時点でも⾏うことができる。

以下の⾏為は禁⽌される:
• 審判員の許可なく帯または下穿の紐を解く、または結び直すこと
• ⾃⾝の柔道⾐を意図的に乱すこと
• 相⼿の柔道⾐を意図的に乱すこと
• 審判員の許可なく髪の結いを解くこと
• 髪を乱れたままにしておくこと

試合中の意図的な時間の浪費は容認されない。時間の浪費には、以下を含むがこれに限定されない。
• 寝技が終わった後に、速やかに⽴ち上がらないこと。
• 開始位置に直ちに戻らないこと。
• 髪を整える、または結び直すのに過度な時間をかけること。
• 柔道⾐の上⾐を直す、または帯や下穿を整える、結び直すのに過度な時間をかけること。
• 審判員が時間の浪費と判断するその他の⾏為。
• 上記⾏為の組み合わせ。
本条に記載された⾏為が最初に発⽣した場合には、罰則は科されない。




